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みんなでついた

おもちは

　　おいしいネ

　松墨・浦田保育漸合

岡のもちつきが紛月28

臼に松雛保育所で背

われましたQ

　もち米が炊きあが

る間、歌や踊りをしま

した。臼にお米がうつ

されるとみんなで杵

を持ってもちをつき

ましたひ出来たおもち

は雑煮やきな粉、粒あ

ん、ノリを付けて食べ

灘

覇

ました。

㊧圏回團
おめでた（出生〉

優奈ちゃん　擶施　構彦・貴子さん

　　　　　　　　瞥　根（渋海闇地）
ももか

桃花ちゃん　保坂　三男・叢梅さん

　　　　　　　　豊欝

おくやみ（死亡〉

久保韻奪松さん　88歳　萩　翫（繭欝〉

小“　政輿さん総歳松之由（与ぜん）

布施シズヲさん　86歳　黒禽（九葛エ1葦箏

＊9月隻1ヨから9月30ε葦までの漏繊分です。

＊広報に載せてほしくない方は、罎串の時

　に窓1：韮にお話ください．

⑳◎勧㊨
　　　　　　　9拷淑珊環薪1三

総入鶯　3。2組人（（D

　　男　王．5瓢入（一裏）

　　女王，690人（肩〉

雛帯数　1．毘6μ（一D

　　（　）内は醜月との比較

町民憲章垂，欝ζ，5：3、罫7算鰻

わたしたちは松之1，ll町疑です．郷i二を愛し、

みんなでよりよい跡づくりをしよう．

購践の盆　襲

　　ま、美しい緑と［巽の申で

　　　　　　　£駿かな人になろう

　　圭、ブナの携力這触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう

　　圭、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造のカを轟めよう

温泉定休日
駆 麹泉センター 翠の湯

組月 14・28 休業

1帽1“・251休業

嫉
糞鐸

え・うちのおかあさん

／
難

◇9月の出来事

6覆　議会臨時会

鶏段　臨藤町長新任期就任

澱欝　敬老最贈り

なぐもまさゆきくん

　西之蕾〈もんにん〉

お母さんがバレーボールをしている

ところです．

ビ…マンとナスの天ぷらが1浄です。
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椰
〆

はやかわのりこちゃん

　　月池（下村〉

　おかあさんはお騰呂に膏くのが好き

です．

　玉子焼きを作るのがま；手です．

激欝　議会定例会24βまで

29εi松濤園竣工式・闘麟式

◇沿月9臼～”月稔田の予定

欝巳　湯鳥駅伝大会

24鷺　農業祭・芸能祭
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　使ったお金の目的別の内容

　表のように歳出では、土木費が一番多く6億鷲7万絹、

全体の鴛．7％でした，主な内容として遵跨改喪に三億5，550

万窮、遵蹄除雪に1億1，932万円が使われました。

　農林水産業費は5億6，753万拷、全体の生6。7％でしたo

主な事業として農業活性化推進対策事業に5，853万霧、林

業地域総合整備事業1こ5，287胴、林道舗装事業に2，206

万需、森林空闘総合整備事業に4，087万糧、農樗総合整備

事業に4，430万円、鐡体営棚醗地域等保全対策事業に2は33

万再が使われました。

　罠鷹費は4億8，582万円、全体の斑．3％でした。主な内

容として障害福祉に三，329万円、保脊勝に三億85万円、

老人禰祉に2億丞，i鶯万円が使われました。

　教奮費は2億4，998万糊、全体の7。3％でした。鹿な内

容として小学校に7，506万円、中学校に4，857万円、社会

教薄に5，820万閂が使われました。

　簡工費は2億玉，574万円、全体の6．3％でした，、甕な内

容として地域振興券交付事業に2，057万濁、観光に玉，947

万湾、スキー場の管理運営に8，594万携、スキー場建設費

に3，3瓢万円、温泉センター運営に2，280万円が使われま

した。

　衛生費は2億6飢万円、全体の6．1％でした。主な内容

として病菟予防のために2ρ58万円、ゴミ・し尿廼理に6，064

万丙が使われました。

　また歳繊の牲質溺の状況を兇てみますと、人件費の翻合

が三番多く25．4％となり、その飽にも物件費、維持補修費、

扶助費、補助費等、公債費など、鯨隼経常的に支出されな

ければならない園窟経費ヂ経常経費」が全体の69．0魅を占

めています。

性質別歳毘の構成比グラフ

災霧復織事業費　2．1％

一般会欝歳出内訳

区　　　分 決　算　　額 構成銘

土、木　費 6億o，王76万欝 三7．7％

農林水産業費 5億6，753万円 王6．7％

観　盤　費 4億8，582万円 獄3％
総　務　費 4憾工，995万円 玉2．3％

公　債　費 4億三，圭63万円 12ほ鬼

教萱＿豊誌 2億4，998万円 乳3％

商　工　費 2億1，574万円 6．3％

衛　隻　費 2億0，62王万円 6。i％

溝　防　費 王億o，748万円 3．2％

災離膿尋 7，王47万円 2．i％

議　会　費 6，323万円 ま，9％

諸支醗金糾
77万円 αo％

労　働　費 54万円 α0％

合　　　謙 34億0，2纏万円 三〇〇％

歳患の構成比グラフ

　　　　　　　　　　　2臆4349万湧7．2％
　　2億62三万円
　　　　　6．王％　　　　　　　　　　　　　 6｛慧三77万拝凄

　　｝　　　　　その地出木費　　玉・捻と一
2億王，574万鍔
　　　　6。3％　衛隻費

2億．4，99ε7∫Fま

　　　　7，3％

簡薫費

教簿費

4簸1，163万賜　公債費
　　　王2．王％

4億王，995万円

　　　圭2．3％

総務費

　
費
林
叢
農
産
！
水

蔑撫費

5億
6，7537yi∫エま

圭6．7％

　　　壌億
　　　＄，582万ギ彗

ノ　　惣．3％

維持補修費　4。3％
その飽　王．3％ 財源別の構成比

剰余金　4。4％

室失助費　　4．6％

繰出金7．O％

補助費等　9．9％

太佛費

25．4懸

公債費　圭2．2％

普通建設

事業費

ユ6．2騰

物｛隼費　玉2．6％

依存財源

　84．欝ら
地欝炎欝税
察灘幾金
驚儀

その櫨

自窪三財源　｝5．玉％

　鰐税・繰越金・その徳

3

平成沁年度一般会計

住みよい町づくりに

34億円使われました

　平成十鐸度の町の一般会計及び五つの特鶏会計の

決算が九月の議会定例会において承認されました。今

月号では、町民のみなさんから納めていただいてる税

金が住みよい時づくりにどのように使われているか

を紹介します。

　驚の…般会計と特溺会計の決算状況は右表のとおりです。

一般会計の決算額は歳入で35億4，784万円で、歳撫が34

億2M万円で蓬し引きすると玉億4，570万跨となり、この

うち平成三1葎度への繰越事業分の漁3万円を除くユ億

4，377万賜が平成H年度へ繰り越されました。

平成沁年度一般会誹・特別会計決算

鷹　　　分 歳　　入 歳　　　鐡

…　般　会　計 35億4，785万円 34億位2鍵万円

特
劉
会
謙

國罠健康保険 2億7，803万円 2億6，377万円

松之山診療所 2億7，274万円 2億9，333万円

老人保険 4億9，044万円 4億8，8窪9万円

簡易水道事業 2億9，756万円 2億8．800万円

下水道事業 5億8，3畷万円 5億4，6王8万円

合　　　欝 騎億7，006万円 52億8，ユ91万円

　入ったお金の財源別の内容

　膚の表のように歳入の中では、地方交付税が…番多く19

億2，257万胃で全体の54．2％にな導ます。地方交付税とは、

團から各市町村に配分されるお金です。県支贔金は、町が

箏業を行ううえで県が患す負纏金や補助金で4億2，820万

跨、全体の12．％になります。醗債は、購が國や金融機関

から借む入れるお金で3億3，670万円、全体の9．5％にな

ります，，國灘支患金は町が事業を行ううえで園が出す負担

金や補助金で、1億8，296万円、全体の5．2％になります。

　歳入の中で、町で徴収又は収納できるお金を「自主財源」

といい、欝税や繰越金、使網料及び乎数料、財産収入、繰

入金、諸収入などがそれにあたります。・一方、地方交付税

や麟庫支磁金、驚債などは、その収入に濁や県が関わって

いるもので、これらはギ依存財源まと呼・ばれています。当

購の場合は、歳入のほとんどが依存財源で自主財源は

ユ5．三％です。

歳入の構成比グラフ

繰越金9826万2。8％

そグ）｛磁3億、5，234万9．9％

圃庫支繊金
王｛意8　296万　　5。2％

2　意2　682フi’“　6．4％　　瓢　税

3億3670万9．5％　彫債

県支出金

　地秀交獄税

王9億2，25窃題

　　騒．2％

4　意2　820”ゆ12．196

一般会議歳入内訳

区　　　　分 歳　　天 構成比

地方交付税 三9億乳257万円 54．2％

県支出金 4億2，820万円 12．1％

町　　債 3億3，670乃門 95％

町　　税 2億2，681万円 6．4％

國庫支韻金 王億8，296万Fi 5．2％

繰越金 9，826万円 2．8％

使矯料及び手数料 6，690万円 1．9％

繰入金 6，48ま万円 王．8％

諸収入 4，ま73万円 1．2％

地方譲与税 3967万円 ！、王％

分担金及び負挺金 3，913万円 i。ま％

地方溝費税交付金 3，293万円 α9％

財産収入 2，446万円 α7％
自動車取得税交付金 2．n9万円 0．6％

寄隣金 王、223万円 0．3％

特劉地方消費税交付金 6焉万円 α2％

利子割交付金 224万需 α0％

交通安全対策特溺交付金 90万鍔 0．0％

合　　　　誹 35億4，784万円 100％

町税の　　　　　糊魔地保有税24万円0．猟

橋成比グラフ　　軽自動軍税647万円2．9％

　　　　　　　　　　町たばこ税玉，279万5．6％

圏矩資産税

圭億8親野閣

　48．③鎚

　　　　2，098万円9．3％
入湯税　　 ㎝㎜㎜一鼎｝㎜㎜

市購雛艮税

7，難躍隅
　3繧．2％
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34億円使われました

　平成十鐸度の町の一般会計及び五つの特鶏会計の

決算が九月の議会定例会において承認されました。今

月号では、町民のみなさんから納めていただいてる税

金が住みよい時づくりにどのように使われているか

を紹介します。

　驚の…般会計と特溺会計の決算状況は右表のとおりです。

一般会計の決算額は歳入で35億4，784万円で、歳撫が34

億2M万円で蓬し引きすると玉億4，570万跨となり、この

うち平成三1葎度への繰越事業分の漁3万円を除くユ億

4，377万賜が平成H年度へ繰り越されました。

平成沁年度一般会誹・特別会計決算

鷹　　　分 歳　　入 歳　　　鐡

…　般　会　計 35億4，785万円 34億位2鍵万円

特
劉
会
謙

國罠健康保険 2億7，803万円 2億6，377万円

松之山診療所 2億7，274万円 2億9，333万円

老人保険 4億9，044万円 4億8，8窪9万円

簡易水道事業 2億9，756万円 2億8．800万円

下水道事業 5億8，3畷万円 5億4，6王8万円

合　　　欝 騎億7，006万円 52億8，ユ91万円

　入ったお金の財源別の内容

　膚の表のように歳入の中では、地方交付税が…番多く19

億2，257万胃で全体の54．2％にな導ます。地方交付税とは、

團から各市町村に配分されるお金です。県支贔金は、町が

箏業を行ううえで県が患す負纏金や補助金で4億2，820万

跨、全体の12．％になります。醗債は、購が國や金融機関

から借む入れるお金で3億3，670万円、全体の9．5％にな

ります，，國灘支患金は町が事業を行ううえで園が出す負担

金や補助金で、1億8，296万円、全体の5．2％になります。

　歳入の中で、町で徴収又は収納できるお金を「自主財源」

といい、欝税や繰越金、使網料及び乎数料、財産収入、繰

入金、諸収入などがそれにあたります。・一方、地方交付税

や麟庫支磁金、驚債などは、その収入に濁や県が関わって

いるもので、これらはギ依存財源まと呼・ばれています。当

購の場合は、歳入のほとんどが依存財源で自主財源は

ユ5．三％です。

歳入の構成比グラフ

繰越金9826万2。8％

そグ）｛磁3億、5，234万9．9％

圃庫支繊金
王｛意8　296万　　5。2％

2　意2　682フi’“　6．4％　　瓢　税

3億3670万9．5％　彫債

県支出金

　地秀交獄税

王9億2，25窃題

　　騒．2％

4　意2　820”ゆ12．196

一般会議歳入内訳

区　　　　分 歳　　天 構成比

地方交付税 三9億乳257万円 54．2％

県支出金 4億2，820万円 12．1％

町　　債 3億3，670乃門 95％

町　　税 2億2，681万円 6．4％

國庫支韻金 王億8，296万Fi 5．2％

繰越金 9，826万円 2．8％

使矯料及び手数料 6，690万円 1．9％

繰入金 6，48ま万円 王．8％

諸収入 4，ま73万円 1．2％

地方譲与税 3967万円 ！、王％

分担金及び負挺金 3，913万円 i。ま％

地方溝費税交付金 3，293万円 α9％

財産収入 2，446万円 α7％
自動車取得税交付金 2．n9万円 0．6％

寄隣金 王、223万円 0．3％

特劉地方消費税交付金 6焉万円 α2％

利子割交付金 224万需 α0％

交通安全対策特溺交付金 90万鍔 0．0％

合　　　　誹 35億4，784万円 100％

町税の　　　　　糊魔地保有税24万円0．猟

橋成比グラフ　　軽自動軍税647万円2．9％

　　　　　　　　　　町たばこ税玉，279万5．6％

圏矩資産税

圭億8親野閣

　48．③鎚

　　　　2，098万円9．3％
入湯税　　 ㎝㎜㎜一鼎｝㎜㎜

市購雛艮税

7，難躍隅
　3繧．2％
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スクールライフ（4縦鋤

松蕎2年　相沢美智代

午醜中に英語観修が2回あった。2購間目はドラマをやっ

た。「妻が作ったチキンカレーを食べて、豊那が死んだ講と

いうお謡．3人ずつのグループに分かれて、それぞれ妻、

夫、パラメデやソク（曙療に補助的に従事する人）に扮して

発表した。みんな大爆笑だった．本当はとても悲しい物語

だそうですが、どう考えてもコメディーにしか思えなかった。

ランチの時、傭入かの生徒がヂグルー、グルー，グルー

持ってない？」と露っていたが、私を奮めてその場にいた

段本人4人全員ボグルー3が何か分からなくて滋った。そ

の女の子がプリクラを持っていたから、その事かと思った

けれど、違うと露われたから本当に園った．わざわざ絵ま

で描いて説萌してくれたのに、結局だれも持っていなかっ

た．ごめんなさいギグルー」ってゆり∫のことだったん

ですね。

午後は玉年竺のクラスに参撫した。図書館の麟で待って

いると、名麟を呼ばれて、それぞれCOCスクールの生徒

につれて行かれた。私は、樋鶏聡美ちゃんと爾じクラスだっ

た。小さい子たちはすごく再愛かった。すぐに仲良くなれ

たのが嬉しかった、最初は結ま：で遊んだ。なんだかいろい

ろな色が付いていて、しかも妙に奥かった。先生が絵本を

読んで、そのあと別の教室に移動。ゲームをやった．聴本

の歌を歌って」と欝われたので、ギ咲いた咲いた3を歌った、

恥ずかしかった。授業の後もっと子供たちと遊びたかった

けど、時問がなかったから別れを惜しみつつ騒書室へ帰っ

た。すでに伺入かが授業を終えて婦ってきていた。

図欝室から畿ると罠泊先のお母さんが逓えに来てくれて

いた。夕食はピザだった。美昧しかった。その後写真を見

せ禽った。もっと写真を持ってくれば艮かったと思う。そ

の後、ホストブラザー（饒泊先の男の子〉と遊び、お愚さ

んのリクエストに応えて英語の絵本を読んだ。その本に「グ

ルー」が載っていた．ヂ学校で釘をしたの？」と醐かれたか

らヂ歌を歌った漫と需ったら、その歌をリクエストされた。今

度は王人だったから、かなり緊張した。ヂ咲いた咲いた達は

好評だった。お母さんとホストブラザーがオーストラリア

の歌を敏ってくれた、それからお母さんに瞭本の特劉な

鳥は伺？3と濁かれたが、簿らなかったのでrトキ」と答

えてしまった。トキを説明するのは難しかった。辞書を引

きながら顧張った。今度トキの切手で手紙を患そうと思う。

今揖はたくさん話せたと思う。お母さんが畷籾に会っ

た時よりも積極的になった。英譲がうまくなった。3と霧っ

てくれたのが嬉しかった。今鷺は良い王9だった。
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オーストラリア

留学体験記　　甑2

今翻は3霞臼、4霞目の体験を高橋璽美さん・

相沢美智代さんからお願いします。

初めての学校（3醐）

松高1年　高橋黒美

今環は窃めての学絞で、とても緊張した。オーストラリ

アの生後が珍しそうにこっちを見ていた．私たちの授業は

図書鯨の中にある欄室でやった．先盤はジェニファーとい

う名繭の人だった。楽しい女ヂ）人だった．英語の授業はや

はり難しかった．究生が語すのは、当たり蔚だけど英語だ

けだし、しかも畢くて闘き取るのに善労した、でも、私で

も分かるような表硯で話してく才曳たσ）で良かった。親雛ヲな

人だと思いました。私たちが使っていた』概はイスとくっつ

いていて小さくて、本とか置くスペースが無くて大変でし

た．

午朗の授業と授業の闘にヂモーニングテで一」というも

のがありました。みんなお藥子などを持ってきて食べなが

ら鉢むとても良い蒔問でした．鍵食までお腹が塞くことが

ないので、松之由分校に遣）ほしいなあと思いました．

午蔚の2，弼が終わって、オーストラリアの生徒たちと昼

食をとるために外へ出ました。小さい子たちが…部に闘

まっていたので、そこに行きました．行ったとたんみんな

昼食のとき子僕たちにピースを教えました

が集まってきてビックリしました．適当なところに塵って

サンドイッチを食べようとしたら、食べる間もなく質問嚢

めにあってしまった．容赦なくベラベラと畢い英語で語さ

れてヂは？」と混乱してしまった。けれど、なんとか質問

に答えることが出来て良かった．可愛い子がいっぱいいた

ので一・緒に写真を撮ることにした。ピースを惣らない子が

多かったので教えてあげた。ビースの説明をするのがまた

大変だった。教えてあげたら写真を撮る時はほとんどピー

スをしていた．教えてあげられることがあって良かったで嵐

午後は買い物をするために大きいデパートに行った。エ

スカレーターは隣段になっていなくてバランスをとるのに

欝労した．ポストカードを深していたらお菓子屋さんが

あったので、そっちへ行ってみました．黒いゴムのような

物があった．ずっと不思議がっていたら、カレンさんがそ

の黒い物を買ってくれて、みんなで少しずつ食べてみまし

た。ゴムの殊がした．決して霞本にあるお薬子の陳ではな

かった。美瞭しくなかったので入気がない物だと思ってい

たら、オーストラリアの人にはすごく人餓らしく驚いてし

まった。

初めての学校が楽しい！縫になって良かったです。
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スクールライフ（4縦鋤

松蕎2年　相沢美智代

午醜中に英語観修が2回あった。2購間目はドラマをやっ

た。「妻が作ったチキンカレーを食べて、豊那が死んだ講と

いうお謡．3人ずつのグループに分かれて、それぞれ妻、

夫、パラメデやソク（曙療に補助的に従事する人）に扮して

発表した。みんな大爆笑だった．本当はとても悲しい物語

だそうですが、どう考えてもコメディーにしか思えなかった。

ランチの時、傭入かの生徒がヂグルー、グルー，グルー

持ってない？」と露っていたが、私を奮めてその場にいた

段本人4人全員ボグルー3が何か分からなくて滋った。そ

の女の子がプリクラを持っていたから、その事かと思った

けれど、違うと露われたから本当に園った．わざわざ絵ま

で描いて説萌してくれたのに、結局だれも持っていなかっ

た．ごめんなさいギグルー」ってゆり∫のことだったん

ですね。

午後は玉年竺のクラスに参撫した。図書館の麟で待って

いると、名麟を呼ばれて、それぞれCOCスクールの生徒

につれて行かれた。私は、樋鶏聡美ちゃんと爾じクラスだっ

た。小さい子たちはすごく再愛かった。すぐに仲良くなれ

たのが嬉しかった、最初は結ま：で遊んだ。なんだかいろい

ろな色が付いていて、しかも妙に奥かった。先生が絵本を

読んで、そのあと別の教室に移動。ゲームをやった．聴本

の歌を歌って」と欝われたので、ギ咲いた咲いた3を歌った、

恥ずかしかった。授業の後もっと子供たちと遊びたかった

けど、時問がなかったから別れを惜しみつつ騒書室へ帰っ

た。すでに伺入かが授業を終えて婦ってきていた。

図欝室から畿ると罠泊先のお母さんが逓えに来てくれて

いた。夕食はピザだった。美昧しかった。その後写真を見

せ禽った。もっと写真を持ってくれば艮かったと思う。そ

の後、ホストブラザー（饒泊先の男の子〉と遊び、お愚さ

んのリクエストに応えて英語の絵本を読んだ。その本に「グ

ルー」が載っていた．ヂ学校で釘をしたの？」と醐かれたか

らヂ歌を歌った漫と需ったら、その歌をリクエストされた。今

度は王人だったから、かなり緊張した。ヂ咲いた咲いた達は

好評だった。お母さんとホストブラザーがオーストラリア

の歌を敏ってくれた、それからお母さんに瞭本の特劉な

鳥は伺？3と濁かれたが、簿らなかったのでrトキ」と答

えてしまった。トキを説明するのは難しかった。辞書を引

きながら顧張った。今度トキの切手で手紙を患そうと思う。

今揖はたくさん話せたと思う。お母さんが畷籾に会っ

た時よりも積極的になった。英譲がうまくなった。3と霧っ

てくれたのが嬉しかった。今鷺は良い王9だった。

紳
　
　
啓

醜
　
　
言
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⑳
鑑

㌦
裟
灘

畷
頸
ふ
愚

　
　
男
東
　
牧

　
　
　
今
月
は
、
牧
村
か
ら
「
弘
法
清
水
恥

　
　
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
牧
村
を
醐
北
に
流
れ
る
飯
灘
鰯
の

　
　
源
の
近
く
、
寧
灘
俣
濾
泉
へ
発
る
県

心
　
　
道
沿
い
の
小
平
集
落
に
湧
く
溝
水
が

刷
　
「
弘
法
清
水
」
で
す
。

》
　
　
　
こ
の
「
弘
法
清
水
』
は
、
新
潟
県

　
　
で
ま
と
め
ら
れ
た
三
十
六
の
名
水
の

・
中
に
選
建
さ
れ
た
こ
と
か
ら
広
く
矩

｝
ら
れ
辱
叢
舞
か
ら
霧
撃

隙
　
　
　
　
§

　
来
綜
暴
婦
縫
弘

陣嫡
法
大
騨
が
諸
麟
行
脚
の
瞭
に
親
切
を

喉
壽
髪
蓬
感
謝
し
・
髭
擾

〆
　
で
地
を
炎
い
た
と
き
に
湧
き
出
た
と

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
清
水
は
、
真
夏
で
も
水
温
十
蕊

　
　
渡
と
低
く
、
水
量
も
難
か
で
、
一
部

　
　
は
村
営
水
道
の
水
源
と
し
て
、
古
く

か
ら
の
地
域
住
民
の
飲
料
水
、
焦
潜

駕
承
と
し
て
利
絹
さ
れ
て
い
ま
し
た
．

　
霧
然
に
恵
ま
れ
る
私
た
ち
の
郷
ぬ

で
も
、
簸
近
簾
境
汚
染
が
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
．
命
の
源
で
あ
る
水
の

塞
来
の
姿
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、

郷
烹
の
「
お
い
し
い
水
偏
「
美
し
い
水

辺
輪
を
溝
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

私
た
ち
を
つ
つ
む
駿
か
な
窃
然
興
境

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
そ
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

「
弘
法
清
水
漏
を
駕
か
せ
れ
ぱ
と
、

邸
葎
か
ら
湧
水
…
欝
に
「
弘
法
溝
水

自
然
公
園
」
と
し
て
整
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
．
こ
の
工
箏
も
今
年
の
十

二
月
初
旬
に
は
完
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
衣
替
え
し
た

湧
水
公
園
を
ぜ
ひ
一
痩
お
訪
ね
く
だ

さ
い
φ

　
詳
し
い
紹
介
は
、
牧
村
役
場
億
民

諜
鑑
括
環
境
係
（
費
0
2
5
5
－
3

3
…
5
王
4
工
）
ま
で
お
閥
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

オーストラリア

留学体験記　　甑2

今翻は3霞臼、4霞目の体験を高橋璽美さん・

相沢美智代さんからお願いします。

初めての学校（3醐）

松高1年　高橋黒美

今環は窃めての学絞で、とても緊張した。オーストラリ

アの生後が珍しそうにこっちを見ていた．私たちの授業は

図書鯨の中にある欄室でやった．先盤はジェニファーとい

う名繭の人だった。楽しい女ヂ）人だった．英語の授業はや

はり難しかった．究生が語すのは、当たり蔚だけど英語だ

けだし、しかも畢くて闘き取るのに善労した、でも、私で

も分かるような表硯で話してく才曳たσ）で良かった。親雛ヲな

人だと思いました。私たちが使っていた』概はイスとくっつ

いていて小さくて、本とか置くスペースが無くて大変でし

た．

午朗の授業と授業の闘にヂモーニングテで一」というも

のがありました。みんなお藥子などを持ってきて食べなが

ら鉢むとても良い蒔問でした．鍵食までお腹が塞くことが

ないので、松之由分校に遣）ほしいなあと思いました．

午蔚の2，弼が終わって、オーストラリアの生徒たちと昼

食をとるために外へ出ました。小さい子たちが…部に闘

まっていたので、そこに行きました．行ったとたんみんな

昼食のとき子僕たちにピースを教えました

が集まってきてビックリしました．適当なところに塵って

サンドイッチを食べようとしたら、食べる間もなく質問嚢

めにあってしまった．容赦なくベラベラと畢い英語で語さ

れてヂは？」と混乱してしまった。けれど、なんとか質問

に答えることが出来て良かった．可愛い子がいっぱいいた

ので一・緒に写真を撮ることにした。ピースを惣らない子が

多かったので教えてあげた。ビースの説明をするのがまた

大変だった。教えてあげたら写真を撮る時はほとんどピー

スをしていた．教えてあげられることがあって良かったで嵐

午後は買い物をするために大きいデパートに行った。エ

スカレーターは隣段になっていなくてバランスをとるのに

欝労した．ポストカードを深していたらお菓子屋さんが

あったので、そっちへ行ってみました．黒いゴムのような

物があった．ずっと不思議がっていたら、カレンさんがそ

の黒い物を買ってくれて、みんなで少しずつ食べてみまし

た。ゴムの殊がした．決して霞本にあるお薬子の陳ではな

かった。美瞭しくなかったので入気がない物だと思ってい

たら、オーストラリアの人にはすごく人餓らしく驚いてし

まった。

初めての学校が楽しい！縫になって良かったです。
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き
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献
晴
れ
の
脚
臼
　
霞
と
芸
術
で
い
っ
ば
い

農
業
祭
・

芸
能
祭

灘
．

　
　
　
　
　
　
　
灘

雛　騨

・
美
術
展

　
　
　
戴
翼

躍
鑛

　
　
獅
雛
　
　
磁
『
～

　
　
　
鱒
雛
鰻

　
　
　
　
蟹
・

綾
蕊
璽

蓼
鎌

自然休養粒センター駿車場をいっぱいに使った会場は

二千人を越える来場者でにぎわっていました。

　
収
穫
の
窪
び
を
町
民
み
ん
な
で
祝

う
と
農
業
祭
が
自
然
休
養
村
・
町
厩

体
膏
館
を
会
場
に
芸
能
祭
・
美
徳
展

と
あ
わ
せ
て
十
月
二
十
閥
9
に
開
催

さ
れ
二
千
人
を
超
え
る
来
場
渚
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
、

◆
農
業
祭
鏡
割
り

　
オ
…
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
佐
藤
町
長

や
農
業
関
係
春
に
よ
る
鏡
割
り
が
行

わ
れ
、
樽
瀬
が
来
場
煮
に
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
試
食
コ
ー
ナ
…
で
は
、
二
千
食
用

愚
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
、
な
め
こ
丼
、

手
打
ち
そ
ば
、
も
ち
が
牽
…
時
よ
り

繊
さ
れ
、
受
付
で
も
ら
っ
た
引
換
券

と
交
換
で
来
場
鷺
の
食
欲
を
溝
た
し

て
い
ま
し
た
．

◆
懸
蘂
・
牛
肉
郎
売

　
野
菜
の
即
売
に
は
、
鵜
始
餉
か
ら

大
勢
の
行
列
が
で
き
、
駕
慧
さ
れ
た

地
場
産
の
ネ
ギ
、
大
根
、
細
菜
、
野

沢
菜
な
ど
数
十
種
類
の
野
菜
が
瞬
く

闘
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

糧
。 W湘◆

農
産
加
醐
工
品
展
㎜
巫
即
売

　
特
産
繍
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
炉
端

ア
ン
ボ
、
七
菜
漬
け
、
由
鳩
グ
ル
ー

プ
の
瞭
噌
・
演
け
物
、
韓
團
か
ら
来

た
お
嫁
さ
ん
が
作
っ
た
キ
ム
チ
な
ど

が
売
ら
れ
て
好
評
で
し
た
。

◆
も
ち
つ
き
大
会

　
も
ち
つ
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
つ
き

雫
の
．
入
が
息
の
あ
っ
た
移
さ
ば
き

を
見
せ
、
そ
の
周
り
に
は
つ
き
た
て

の
お
も
ち
を
試
食
し
よ
う
と
沢
由
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
錦
鯉
の
展
添
郎
売
会

6

◆
そ
の
穂
の
コ
ー
ナ
ー

　
そ
の
飽
に
も
、
鮮
や
か
な
彩
り
の

錦
鯉
の
展
承
即
．
冗
会
．
農
機
霞
展
承

即
売
会
、
欝
葎
繊
に
よ
る
綿
纂
子

コ
｝
ナ
ー
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
バ
ザ
…
な
ど
が
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
か
ら
、
お
楽
し
み
ゲ
ー

ム
と
し
て
、
翫
大
だ
る
ま
落
と
し
や
、

九
枚
の
札
を
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
落
と

す
ス
ト
ラ
イ
カ
…
が
行
な
わ
れ
欝
磁

を
か
け
て
競
い
合
い
ま
し
た
．

講
懸
蟹

一つひとつの作贔を熱心に1観ていました

◆
箋
術
展

　
自
然
休
養
越
セ
ン
タ
ー
二
隣
大
会

議
蜜
を
会
場
に
奨
衛
展
が
醐
催
さ
れ
、

郡
美
衛
展
に
繊
鍼
さ
れ
た
作
晶
を
始

め
、
螢
衛
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
露
道
、

絵
爾
、
等
爽
、
盆
け
花
な
ど
の
作
贔

が
会
場
を
醗
狭
し
と
展
承
さ
れ
て
い

ま
し
た
、
来
場
さ
れ
た
方
も
作
鹸
を

一
つ
｝
つ
γ
鍛
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
、◆
芸
能
祭

　
町
民
体
膏
館
に
お
い
て
、
．
静
獣
能
祭

が
行
わ
れ
、
文
化
協
会
芸
能
部
開
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踏
、
民
謡
、
詩

吟
が
繰
り
広
げ
ら
れ
豪
し
た
．
出
演

餐
は
、
会
場
い
っ
ば
い
の
観
客
を
前

に
沼
墳
鍛
え
た
晃
事
な
芸
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
翻
は
講
談
・
落
語
審
席

が
疋
午
よ
り
行
わ
れ
、
神
田
小
松
さ

ん
の
「
お
歌
合
わ
せ
偏
や
春
風
箏
鯉

舞
師
置
の
「
と
き
そ
ば
」
、
神
繊
愛
人

先
盆
に
よ
る
講
談
竹
轟
田
毒
村
大
坂

入
城
』
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
．
観
客

は
気
を
そ
ら
せ
な
い
審
物
の
螢
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鍛
後
の
取
り
を
演
じ
る
の
は
擁
弼

と
な
り
ま
し
た
上
趨
撃
歌
舞
伎
保
存

会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
義
経
千
庵

桜
釣
り
瓶
鮨
騰
の
場
幅
で
．
．
時
間
に

も
及
ぶ
熱
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

神濁愛出による講談

　食味コーナー結果認建農業者分（上位5名）

基準は蛋白質7．重域下、整粒歩合85以上となっています，

腰位はこれを璽字見しました。

ダルマ落とし　参撫養潤名

葺㎜翼：懲
5G名

お楽しみゲーム成績　‘

ストライカー参撫者5

葺鱈藩
蓮誘懲

襯譲
器椎一

昆豊誌灘
5簸1東
㎜｝｝一“幅肺｝一

上規手歌舞伎保存会による義経千本桜ゼ釣瓶鮨屋の場」

灘

春風；事鯉i昇による落語

郡
美
衛
展
入
選
作
晶

懸灘　灘懸

奨励賞f雪見鶏3
　星野正男（水梨）
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1
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1

献
晴
れ
の
脚
臼
　
霞
と
芸
術
で
い
っ
ば
い

農
業
祭
・

芸
能
祭

灘
．

　
　
　
　
　
　
　
灘

雛　騨

・
美
術
展

　
　
　
戴
翼

躍
鑛

　
　
獅
雛
　
　
磁
『
～

　
　
　
鱒
雛
鰻

　
　
　
　
蟹
・

綾
蕊
璽

蓼
鎌

自然休養粒センター駿車場をいっぱいに使った会場は

二千人を越える来場者でにぎわっていました。

　
収
穫
の
窪
び
を
町
民
み
ん
な
で
祝

う
と
農
業
祭
が
自
然
休
養
村
・
町
厩

体
膏
館
を
会
場
に
芸
能
祭
・
美
徳
展

と
あ
わ
せ
て
十
月
二
十
閥
9
に
開
催

さ
れ
二
千
人
を
超
え
る
来
場
渚
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
、

◆
農
業
祭
鏡
割
り

　
オ
…
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
佐
藤
町
長

や
農
業
関
係
春
に
よ
る
鏡
割
り
が
行

わ
れ
、
樽
瀬
が
来
場
煮
に
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
試
食
コ
ー
ナ
…
で
は
、
二
千
食
用

愚
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
、
な
め
こ
丼
、

手
打
ち
そ
ば
、
も
ち
が
牽
…
時
よ
り

繊
さ
れ
、
受
付
で
も
ら
っ
た
引
換
券

と
交
換
で
来
場
鷺
の
食
欲
を
溝
た
し

て
い
ま
し
た
．

◆
懸
蘂
・
牛
肉
郎
売

　
野
菜
の
即
売
に
は
、
鵜
始
餉
か
ら

大
勢
の
行
列
が
で
き
、
駕
慧
さ
れ
た

地
場
産
の
ネ
ギ
、
大
根
、
細
菜
、
野

沢
菜
な
ど
数
十
種
類
の
野
菜
が
瞬
く

闘
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

糧
。 W湘◆

農
産
加
醐
工
品
展
㎜
巫
即
売

　
特
産
繍
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
炉
端

ア
ン
ボ
、
七
菜
漬
け
、
由
鳩
グ
ル
ー

プ
の
瞭
噌
・
演
け
物
、
韓
團
か
ら
来

た
お
嫁
さ
ん
が
作
っ
た
キ
ム
チ
な
ど

が
売
ら
れ
て
好
評
で
し
た
。

◆
も
ち
つ
き
大
会

　
も
ち
つ
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
つ
き

雫
の
．
入
が
息
の
あ
っ
た
移
さ
ば
き

を
見
せ
、
そ
の
周
り
に
は
つ
き
た
て

の
お
も
ち
を
試
食
し
よ
う
と
沢
由
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
錦
鯉
の
展
添
郎
売
会

6

◆
そ
の
穂
の
コ
ー
ナ
ー

　
そ
の
飽
に
も
、
鮮
や
か
な
彩
り
の

錦
鯉
の
展
承
即
．
冗
会
．
農
機
霞
展
承

即
売
会
、
欝
葎
繊
に
よ
る
綿
纂
子

コ
｝
ナ
ー
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
バ
ザ
…
な
ど
が
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
か
ら
、
お
楽
し
み
ゲ
ー

ム
と
し
て
、
翫
大
だ
る
ま
落
と
し
や
、

九
枚
の
札
を
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
落
と

す
ス
ト
ラ
イ
カ
…
が
行
な
わ
れ
欝
磁

を
か
け
て
競
い
合
い
ま
し
た
．

講
懸
蟹

一つひとつの作贔を熱心に1観ていました

◆
箋
術
展

　
自
然
休
養
越
セ
ン
タ
ー
二
隣
大
会

議
蜜
を
会
場
に
奨
衛
展
が
醐
催
さ
れ
、

郡
美
衛
展
に
繊
鍼
さ
れ
た
作
晶
を
始

め
、
螢
衛
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
露
道
、

絵
爾
、
等
爽
、
盆
け
花
な
ど
の
作
贔

が
会
場
を
醗
狭
し
と
展
承
さ
れ
て
い

ま
し
た
、
来
場
さ
れ
た
方
も
作
鹸
を

一
つ
｝
つ
γ
鍛
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
、◆
芸
能
祭

　
町
民
体
膏
館
に
お
い
て
、
．
静
獣
能
祭

が
行
わ
れ
、
文
化
協
会
芸
能
部
開
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踏
、
民
謡
、
詩

吟
が
繰
り
広
げ
ら
れ
豪
し
た
．
出
演

餐
は
、
会
場
い
っ
ば
い
の
観
客
を
前

に
沼
墳
鍛
え
た
晃
事
な
芸
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
翻
は
講
談
・
落
語
審
席

が
疋
午
よ
り
行
わ
れ
、
神
田
小
松
さ

ん
の
「
お
歌
合
わ
せ
偏
や
春
風
箏
鯉

舞
師
置
の
「
と
き
そ
ば
」
、
神
繊
愛
人

先
盆
に
よ
る
講
談
竹
轟
田
毒
村
大
坂

入
城
』
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
．
観
客

は
気
を
そ
ら
せ
な
い
審
物
の
螢
に
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鍛
後
の
取
り
を
演
じ
る
の
は
擁
弼

と
な
り
ま
し
た
上
趨
撃
歌
舞
伎
保
存

会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
義
経
千
庵

桜
釣
り
瓶
鮨
騰
の
場
幅
で
．
．
時
間
に

も
及
ぶ
熱
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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晴れわたる体竃の8
いつせい紀ス9一ト

　
　
　
シ

　
　
　
ツ

伝
9
駅
マ

気者⑭家のわ
　
牽
月
十
田
体
膏
の
欝
に
、
松
之
山

町
を
縦
断
す
る
湯
鳥
駿
伝
と
誰
で
も

墨
嬢
参
撫
で
き
る
町
道
巳
の
下
線
を

定
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
購
天
の
中
、
湯
鳥
駅
伝
で
は
小
学

盗
の
部
で
は
六
チ
ー
ム
五
十
潤
名
が
、

中
学
盤
の
部
で
は
十
｝
チ
ー
ム
五
十

五
名
が
、
そ
し
て
、
ゆ
と
り
の
部
で

は
牽
ニ
チ
ー
ム
菖
鋤
十
五
各
の
選
手

が
｝
本
の
タ
ス
キ
を
リ
レ
…
で
ゴ
ー

ル
を
闇
癬
し
ま
し
た
．

　
特
に
ゆ
と
り
の
部
で
は
、
難
問
を

短
く
で
き
る
の
で
、
一
チ
ー
ム
の
選

手
数
が
多
い
ほ
ど
膚
利
な
た
め
、
二

十
名
と
い
う
大
編
成
の
チ
ー
ム
も
あ

り
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
触

で
き
る
湯
鳥
駅
伝
は
年
々
参
纐
チ
葦

ム
も
増
え
て
い
ま
す
．

れ　み　な

玲三奈ちゃん登場（2歳

　　小野塚光広・泉さん次女

嚢

　家ではザれみな」と呼ばれてい

ます。好きな食べ物は、チョコの

アイスで夏でも冬でも三9何鰯で

も食べます．お姉ちゃんとお店や

モウ～お家に帰りたくないよ～

大
厳
寺
牧
場
下
牧

　
冬
を
蔚
に
し
て
大
巖
寺
牧
場
に
放

牧
し
て
あ
っ
た
隼
の
下
牧
が
十
月
瓢

牽
八
旧
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
に
放
牧
さ
れ
た
隼
は
約
縢

牽
頭
、
そ
の
う
ち
今
購
初
め
て
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
國
頭
が
撫
わ
り
ま
し
た
。

夏
の
猛
暑
で
牧
蒙
が
櫨
れ
て
し
ま
い
、

牧
草
の
確
保
が
大
変
で
し
た
。
し
か

湾｝とおもちゃのお金で遊んで

　連休が続いてもあまり遠畿をし

たことがありません。今旅行の欝

爾を立てています。そのかわり玲

霞う場漸があります。それは、浦

し
、
塵
た
ち
は
い
つ
も
よ
り
病
気
に

か
か
ら
ず
冗
気
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
下
牧
の
繍
、
姫
た
ち
は
、
表
り
ゆ

く
広
々
と
し
た
牧
場
を
私
残
憎
し
そ

う
に
嫌
々
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
て

我
が
家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

不
老
閣
演
芸
会

　
牽
月
十
九
沼
に
不
老
鯛
に
お
い
て

演
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演

芸
会
は
、
不
老
闇
に
勤
め
る
職
貴
が

部
署
ご
と
に
8
順
練
習
し
た
芸
を
入

湧
潔
に
披
露
す
る
も
の
で
、
衣
蓑
も

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
楽
し
い

演
鼓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
簸
初
は
野
球
拳
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に

負
け
た
方
は
ポ
ス
タ
ー
に
描
か
れ
た

服
を
は
が
し
て
い
き
簸
後
は
裸
の
絵

に
な
り
ま
す
、
だ
ん
ご
、
発
弟
の
踊

り
や
慧
人
羽
織
で
お
化
粧
や
ケ
…

キ
ー
を
食
べ
た
り
、
仮
装
で
の
楽
し

浦紹のおばちゃんの誕が掛てきま

す。周りの人がおはあさんのこと

をギさっこ」と呼んでいるので玲三

奈ちゃんもギさっこ壽と呼んでいま

素直はもちろん、うそをつかな

い
踊
り
や
入
勝
渚
に
よ
る
演
奏
な
ど

で
…
時
間
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
．

簸
後
は
、
着
護
婦
さ
ん
に
よ
る
歌
の

お
姉
さ
ん
の
指
揮
で
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　
短
い
時
問
で
し
た
が
、
心
が
温
ま

る
手
作
り
の
演
芸
会
で
し
た
。

歌のお婦さんといっしょに歌をうたいました

8

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
　
圏
函
回

　
人
づ
く
り
と
は
、
そ
の
地
域
の
た

め
に
燃
え
る
よ
う
な
人
を
つ
く
る
こ

と
。
愛
媛
県
双
海
町
の
「
入
づ
く
り

十
隼
計
爾
』
は
、
町
が
金
を
全
部
出

し
レ
ぷ
ー
ト
は
い
ら
な
い
漁

　
こ
の
ユ
ニ
…
ク
な
活
動
は
、
燦
辺

に
｝
粒
の
種
を
ま
き
牽
俸
で
再
粒
の

種
を
作
っ
て
町
内
に
ば
ら
ま
く
よ
う

な
こ
と
か
ら
シ
ー
ダ
（
種
ま
き
〉
修

戦
と
呼
び
十
三
鰯
鹸
か
ら
展
醐
し
て

い
ま
す
。

　
当
初
こ
の
計
醐
は
、
議
会
で
門
金

は
全
額
鵡
し
レ
ポ
…
ト
も
い
ら
な
い

の
で
は
遊
び
で
は
な
い
か
．
篇
と
質
問

さ
れ
、
こ
れ
を
発
案
し
た
著
松
謙
長

は
、
「
そ
ん
な
こ
と
霧
う
な
。
こ
れ
は

遊
び
で
す
か
ら
。
蝋
と
答
弁
し
、
質
悶

し
た
議
鰻
に
怒
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
双
海
騎
で
は
、
簸
祷
に
．
、
名
の
脊

薙
を
十
六
欝
閥
ア
メ
リ
カ
に
や
り
ま

し
た
。
そ
の
経
験
や
驚
き
感
動
は
、

心
を
擬
さ
ぶ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
膚
分
が
感
動
し
な
い
と
人
に
感

動
を
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
町
で

は
、
十
奪
目
で
海
外
派
遣
践
を
名
、

騰
内
砺
修
五
十
名
の
種
が
町
内
に
ば

ら
ま
か
れ
ま
し
た
．
こ
の
耕
修
に
参

人
づ
く
り

　
　
（
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搬
し
た
人
は
、
一
銀
に
一
万
円
ず
つ

お
金
を
繊
し
て
く
れ
ま
す
．
そ
の
お

金
で
ま
た
薪
し
い
人
づ
く
り
の
経
験

を
さ
せ
て
い
き
ま
す
．
こ
れ
が
人
づ

く
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
環
蕉
、

こ
の
人
た
ち
の
中
に
町
議
会
議
貴
に

な
っ
て
括
躍
さ
れ
て
る
方
も
い
る
そ

う
で
す
．

元
々
こ
の
事
叢
は
、
竹
下
内
闇
の

ふ
る
さ
と
創
盤
を
機
会
に
始
め
ら
れ

た
事
業
で
す
が
、
長
期
的
な
視
野
の

中
に
簸
終
目
標
を
明
示
し
、
行
わ
れ

て
き
た
落
動
で
す
か
ら
、
今
β
の
よ

う
な
評
鱗
が
認
め
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
勉
に
こ
の
町
で
は
、
廃
村
に

な
っ
た
集
落
を
町
が
買
い
取
っ
て
、

そ
こ
を
醗
修
所
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
．
全
醐
か
ら
こ
こ
に
薙
縢
園
勉
強

に
集
ま
り
、
塾
長
は
著
松
繰
長
が
し

て
い
る
そ
う
で
す
．
ま
た
、
鞍
松
繰

長
を
頼
っ
て
金
園
か
ら
葎
糊
ヂ
入
く

ら
い
の
入
が
著
松
諜
長
の
家
を
訪
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
恕
い
ろ
い
ろ
な
欝
業
の
爽
践

働
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
嫌
の
中

に
こ
ん
な
に
も
頑
張
っ
て
い
る
人
が

どちらも譲の形をし《いる＆思騨

　　　　ナスは赤ぢやんの事か癒
巻は

い
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
う
と
隅
時

に
、
公
務
鍛
だ
か
ら
と
い
う
壁
を
露

分
自
身
で
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に
㎜
、
澱

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
中
に
、
行
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て
み
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い
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力
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な
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が
一
つ
増
え
豪
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．
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問
近
と
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も
松
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に
利
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、
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を
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簸
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．

簸
後
は
、
着
護
婦
さ
ん
に
よ
る
歌
の

お
姉
さ
ん
の
指
揮
で
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
”
／
お
～
稔
／
褥

　
H
月
飢
欝
（
欝
）
を
も
ち
ま
し
て
、

疑
硲
資
料
館
を
冬
期
闘
館
し
ま
す
硬

浮
縫
絵
展
・
村
出
紅
邨
難
爾
展
な
ど

特
劉
展
に
よ
り
幾
分
か
の
に
ぎ
わ
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
．

　
ご
剰
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

り

璽
フ
ト
バ
ヤ
｝

・
　
ボ
ー
ル
杢
ε

▽
傘
込
み

　
　
H
月
焉
鷺
（
月
）
ま
で
に
大
鶴

　
　
村
ふ
れ
あ
い
館
へ

　
　
驚
4
暑
3
2
0
ユ

　
　
繍
5
…
5
2
3
6

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
砺
修
会
㎜

　
ハ
徴
界
を
食
べ
よ
う
料
理
交
流
）

No．66

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
に
、
仲
闘
で

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
糠
し
て
み
ま
せ

ん
か
．

▼
期
a
　
n
月
器
蕪
（
火
）

▼
時
問
　
午
醜
9
購
～

　
　
　
　
　
　
野
後
2
隣
30
分

▼
場
所
　
大
謁
糾
　
ふ
毅
あ
い
鯨

▼
競
技
方
法

　
　
☆
フ
ァ
ミ
リ
…
の
部
く
東
頻
ル

　
　
ー
ル
）
☆
女
挫
の
部
（
金
園
ル

　
　
…
ル
）
☆
男
女
混
禽
の
部
（
欝

　
　
歳
以
灘
の
部
）
☆
男
女
混
羊
の

　
　
部
（
年
齢
翻
限
な
し
）

▼
資
格

　
　
郡
内
往
贋
で
、
窮
女
i
チ
ー
ム

　
　
8
名
以
内

　
外
醐
か
ら
松
之
撫
に
嫁
い
だ
方
か

ら
、
郷
灘
料
理
の
作
り
方
を
学
び
な

が
ら
交
流
し
ま
す
，、

▼
期
尉
　
H
月
胴
獄
（
水
）

▼
隣
閥
　
午
後
6
時
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
種
セ
ン
タ
…

ゆとりくん
｝畔

「
…
…
…
…
…
…
…
ー
｝
…

蔀
囲
碁
大
会

榊
…

…
ー
…
i
一

　
灘
纂
愛
好
蕾
の
み
な
さ
ん
、
部
大

会
で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
欝
　
n
月
銘
鷺
（
臼
）

▼
跨
間
ヂ
簡
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

▼
場
勝
　
大
鳥
村
公
鋭
館

▼
参
癩
費
　
王
、
5
0
0
円

▼
鍛
込
み

　
　
難
月
爲
欝
（
木
）
ま
で
松
之
由

　
町
公
民
餓
へ

［荏
ネ
ッ
ト
7
姦
修
金

　
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
　
　
　
｝

i
…
i
　
　
　
　
…
…
…
…
　
　
　
　
L

▼
顯
欝
　
難
月
鰺
嬢
（
鷺
）

▼
時
閥
　
午
蔚
8
聴
30
分
～

▼
場
断

　
　
牧
柑
耕
民
体
糞
館
・
牧
中
体
脊

　
　
館

▼
資
格

　
　
郡
内
轟
校
生
以
と
バ
レ
ー
ボ
…

　
　
ル
愛
好
毒

▼
参
撫
費

　
　
ま
チ
ー
ム
　
3
、
0
0
0
円

▼
聯
込
み

　
　
難
層
捻
欝
（
金
）
ま
で
に
大
会

　
　
野
務
厨
へ
（
撫
ー
金
井
）

　
簗
0
2
5
5
－
3
3
！
5
王
3
0

　
鰹
0
ワ
蓉
5
－
3
3
－
5
0
童
6

「
…
…
…
ー
ー
…
ー
…
ー
…
…
　
　
　
…
」

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
．

▼
期
礒
　
鷲
月
4
旧
・
厳
翅
（
土
）

▼
時
間
　
午
繭
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
ハ
都
合
の
良
い
時
間
に
お
出

　
　
　
　
で
く
だ
さ
い
、
）

▼
場
断
　
窟
然
休
養
セ
ン
タ
…

▼
参
糠
費
　
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
．

▼
持
ち
物
　
縫
製
用
興

▼
講
師
　
浜
川
せ
つ
さ
ん
（
松
代

　
　
　
　
町
）

　
鶏
月
は
ニ
コ
ニ
コ
教
撫
は
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
く
る
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
大
会

▼
期
漏
　
捻
月
8
臼
く
水
）

▽
時
問
　
午
繭
9
時
～

▼
場
飯
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
布
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
幅

薄

沈まぬ太鵬（王〉～（4）　　　　　由嫡　豊子

女人源民勃語（上）・（下〉　　　瀬芦内寂聴

欝語隅断　　　　　　　　　ホーキング鳶山

ひとりという毒癌　　　　　　　坂口三千代

クラッシュ　　　楡周平
紫の人殺人事艀　　　　　　　　内韻　康夫

優柔不漸衛　　　　　　　　　　赤瀬規漂平

ハルモニア　　　　　　　　　　篠醗　籔子

学校崩壊　　　　　　　　　　　　濁上　亮…・

ことわざ棄洋鷹学　　　　　　　　由本　徳子

顔　　　　　　　　　シドニィ・シェルダン

ガーランドの瞳　　　　　　　　郡罰ななえ

草漂の椅子（上）・（下）　　　　　窯レ奉　　輝

ひまわりの森　　　　　　トリィ・ヘイデン

罰ればなし　　　　　　　　　　堂本志津子

糖廉病のための食事療法　　　　　井壇　摩子

その弛澱羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

30

　
郡
内
の
男
ヂ
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
愛
好

蕎
に
よ
る
郡
の
ナ
ン
バ
…
ワ
ン
決
建

戦
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
｛
し

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

「
」
κ

入った公民館園書

　
中
学
生
が
9
頃
考
え
て
い
る
意
晃
を
発
裟
す
る
場
で
あ
る
「
新
潟
県
少
隼
の
主
張

大
会
・
わ
た
し
の
主
張
9
9
篇
東
頸
城
地
区
大
会
が
先
頃
闇
催
さ
れ
、
松
之
山
中
学
校

か
ら
代
表
で
高
橋
佳
子
さ
ん
と
相
灘
空
晃
子
さ
ん
が
発
蓑
し
、
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
繍
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
．
偏
近
勝
の
小
鉾
t
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
．
父
わ
す
朝
の
挨
拶
で
す
。
恥

ず
か
し
い
け
れ
ど
、
と
て
も
気
持
ち
の
裏
い
も

の
で
す
。

　
私
の
傭
む
松
之
山
驚
は
入
欝
わ
ず
か
．
チ
入

ち
ょ
っ
と
の
小
さ
な
時
で
す
．
こ
の
町
は
稲
作

が
盛
ん
で
秋
に
は
と
て
も
美
昧
し
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
収
穫
で
き
ま
す
。
春
に
な
る
と
欝
繊
が
あ

ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ

イ
な
ど
た
く
さ
ん
の
山
菜
が
収
穫
で
き
、
夏
に

な
る
と
町
の
鳥
で
あ
る
赤
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声
が

林
の
中
か
ら
聞
こ
え
、
冬
に
な
る
と
簾
が
黛

メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
る
、
な
ど
と
て
も
自
然
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鰯
塞
の
私
湯
に

も
指
建
さ
れ
て
い
る
温
泉
が
あ
り
、
と
て
も
安

ら
げ
る
駈
で
も
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
松
之
慮
町
が
自
慢
で
き
る
と
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

私
は
、
地
域
の
方
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が
特
に

好
き
で
す
。

　
私
の
家
の
近
く
に
は
、
数
人
の
小
学
焦
が
い

ま
す
。
私
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
、

よ
く
家
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
■
い
の

で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
私
に

　「

ね
え
、
箆
て
て
。
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
。
恥
と
か

讐
学
校
で
こ
ん
な
峯
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
．
漏

な
ど
識
し
か
け
て
き
て
き
て
く
れ
ま
す
・
、
歳
は

た
く
さ
ん
離
れ
て
い
て
も
、
気
軽
に
話
し
か
け

て
く
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
も
の
で
す
。

そ
れ
に
、
彼
ら
と
話
し
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
郵

を
教
わ
り
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
そ
し

て
、
榊
緒
に
な
）
て
話
し
て
い
る
と
籔
心
に
緩

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
ま
た
、
逆
に
彼
ら
に
と
っ

淑
わ
た
し
の
主
張
9
9

だ
っ
た
の
が
、
少
し
ず
つ
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
．
私
は
大
人
の
人
、
地
域
の
方
と

懸
す
こ
と
に
よ
っ
て
霞
分
が
少
し
大
人
っ
ぼ
く

思
え
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
が
漏
分
へ
の
自
信
へ

と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
今
ま
で
、
私
が
松
之
撫
に
住
ん
で
い
て
考
え

る
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
　
一
方
で
は
松
之
撫
町
が
抱
え
て
い
る

問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
松
之
山
町
の
入
欝
は

．
で
人
ち
ょ
っ
と
で
す
．
巖
も
人
鶏
が
多
か
っ

た
昭
秘
．
牽
年
の
、
だ
人
に
比
べ
る
と
わ
ず
か

　
　
、
分
の
、
穣
に
な
つ
て
し
　
　
ま
い
ま
し

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

「
私
の
故
郷
松
之
山
」

松
之
凶
中
3
年
齋
醐
橋
佳
子

て
も
私
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
糞
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
．

　
小
学
盤
く
ら
い
の
う
ち
は
、
学
校
で
栄
ぶ
の

も
大
切
で
す
が
、
岡
級
盤
や
下
級
生
、
ま
た
年

上
の
友
達
と
遊
ん
で
学
ぶ
の
も
さ
ら
に
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
磨
供
岡
士
が
仲
畏
く
し
て
い
る
と
、

そ
の
親
の
人
達
と
も
親
し
く
な
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
自
分
達
が
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て

、
、
鷺
騨
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
で

る
う
ち
に
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
簿
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
．
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
は
道
で
あ
っ
て
も
挨
拶
を
交
わ
す
程
度

ん
で
い
る
の
で
す
。

よ
う
に
、

た
。
こ
の
こ
と
カ
ら
　
遍

錬
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
特
に
こ

の
松
之
由
時
は
過
錬
地
辮

と
し
て
上
位
に
は
い
る
だ

け
で
な
く
、
腐
齢
化
も
進

そ
の
事
を
線
徴
す
る
か
の

　
　
　
　
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
撫
町
の
嵩
齢
化
、
肇
（
バ
十
鷺
歳
以
上
の

お
薙
寄
り
の
割
金
）
を
調
べ
た
結
果
、
お
よ
そ

黛
十
八
％
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
新
潟
県
全
体
の
蕎
齢
化
率
は
お
よ
そ
十

九
％
な
の
で
す
が
、
そ
れ
と
此
べ
る
と
松
之
由

町
㊤
．
一
↑
八
驚
と
い
う
の
は
と
て
も
大
き
な
数

掌
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
農
薬
に
精
を
出

し
て
い
て
ま
だ
ま
だ
元
気
な
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
寝
た
き
り
の
方
、
介
護
が
必
要
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
、

　
私
の
祖
父
は
、
体
調
を
崩
し
長
い
聞
入
院
し

ま
し
た
．
退
院
し
て
か
ら
は
体
力
が
落
ち
た
り
、

酸
素
吸
入
雛
を
つ
け
た
り
し
て
楽
に
行
動
で
き

な
く
な
り
、
鑑
濡
す
る
う
え
で
不
自
磁
と
な
る

と
こ
ろ
が
患
て
き
ま
し
た
。
繍
父
た
ち
は
私
た

ち
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な
い
の
で
綴
母
が
癒

謡
を
し
て
い
ま
す
．
祖
母
も
そ
ん
な
に
体
が
丈

夫
で
な
い
の
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
限
度
が
あ
る
た
め
、
だ

い
た
い
の
こ
と
を
樵
緑
が
や
っ
て
い
ま
す
．

　
た
ま
に
私
は
樵
母
が
「
あ
ま
り
人
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
．
扁
と
　
．
っ
て
い
る
こ
と
を
舞
に

し
ま
す
．
や
は
り
、
飽
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

で
介
護
で
き
れ
ば
良
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
そ
こ
で
私
は
思
い
ま
し
た
．
こ
の
松
之
由
町

の
理
状
を
考
え
蕎
齢
潔
が
気
軽
に
利
絹
で
き
る

施
設
を
遣
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
今
で

も
、
少
し
ず
つ
出
来
て
い
ま
す
が
年
齢
翻
限
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
で
す
が
、
だ
れ
で

も
気
軽
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
話
を

し
た
り
す
る
よ
う
な
施
設
を
造
れ
ば
鋳
報
交
換

の
場
と
な
）
た
り
、
ま
た
介
護
の
息
叛
き
が
串

来
た
り
し
、
喪
い
と
思
い
ま
す
、
そ
し
て
、
ど

ん
な
に
辛
く
て
も
自
分
融
人
で
は
な
い
と
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
．

　
ま
だ
ま
だ
諜
題
が
多
い
で
す
が
、
松
之
山
町

が
持
っ
て
い
る
良
い
と
こ
ろ
、
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
を
禽
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
浩
無
の
あ
る
町

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
た
ち
の
故
郷
な
の

だ
か
ら
．

”
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
”
／
お
～
稔
／
褥

　
H
月
飢
欝
（
欝
）
を
も
ち
ま
し
て
、

疑
硲
資
料
館
を
冬
期
闘
館
し
ま
す
硬

浮
縫
絵
展
・
村
出
紅
邨
難
爾
展
な
ど

特
劉
展
に
よ
り
幾
分
か
の
に
ぎ
わ
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
．

　
ご
剰
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

り

璽
フ
ト
バ
ヤ
｝

・
　
ボ
ー
ル
杢
ε

▽
傘
込
み

　
　
H
月
焉
鷺
（
月
）
ま
で
に
大
鶴

　
　
村
ふ
れ
あ
い
館
へ

　
　
驚
4
暑
3
2
0
ユ

　
　
繍
5
…
5
2
3
6

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
砺
修
会
㎜

　
ハ
徴
界
を
食
べ
よ
う
料
理
交
流
）

No．66

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
に
、
仲
闘
で

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
糠
し
て
み
ま
せ

ん
か
．

▼
期
a
　
n
月
器
蕪
（
火
）

▼
時
問
　
午
醜
9
購
～

　
　
　
　
　
　
野
後
2
隣
30
分

▼
場
所
　
大
謁
糾
　
ふ
毅
あ
い
鯨

▼
競
技
方
法

　
　
☆
フ
ァ
ミ
リ
…
の
部
く
東
頻
ル

　
　
ー
ル
）
☆
女
挫
の
部
（
金
園
ル

　
　
…
ル
）
☆
男
女
混
禽
の
部
（
欝

　
　
歳
以
灘
の
部
）
☆
男
女
混
羊
の

　
　
部
（
年
齢
翻
限
な
し
）

▼
資
格

　
　
郡
内
往
贋
で
、
窮
女
i
チ
ー
ム

　
　
8
名
以
内

　
外
醐
か
ら
松
之
撫
に
嫁
い
だ
方
か

ら
、
郷
灘
料
理
の
作
り
方
を
学
び
な

が
ら
交
流
し
ま
す
，、

▼
期
尉
　
H
月
胴
獄
（
水
）

▼
隣
閥
　
午
後
6
時
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
種
セ
ン
タ
…

ゆとりくん
｝畔

「
…
…
…
…
…
…
…
ー
｝
…

蔀
囲
碁
大
会

榊
…

…
ー
…
i
一

　
灘
纂
愛
好
蕾
の
み
な
さ
ん
、
部
大

会
で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
欝
　
n
月
銘
鷺
（
臼
）

▼
跨
間
ヂ
簡
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

▼
場
勝
　
大
鳥
村
公
鋭
館

▼
参
癩
費
　
王
、
5
0
0
円

▼
鍛
込
み

　
　
難
月
爲
欝
（
木
）
ま
で
松
之
由

　
町
公
民
餓
へ

［荏
ネ
ッ
ト
7
姦
修
金

　
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
　
　
　
｝

i
…
i
　
　
　
　
…
…
…
…
　
　
　
　
L

▼
顯
欝
　
難
月
鰺
嬢
（
鷺
）

▼
時
閥
　
午
蔚
8
聴
30
分
～

▼
場
断

　
　
牧
柑
耕
民
体
糞
館
・
牧
中
体
脊

　
　
館

▼
資
格

　
　
郡
内
轟
校
生
以
と
バ
レ
ー
ボ
…

　
　
ル
愛
好
毒

▼
参
撫
費

　
　
ま
チ
ー
ム
　
3
、
0
0
0
円

▼
聯
込
み

　
　
難
層
捻
欝
（
金
）
ま
で
に
大
会

　
　
野
務
厨
へ
（
撫
ー
金
井
）

　
簗
0
2
5
5
－
3
3
！
5
王
3
0

　
鰹
0
ワ
蓉
5
－
3
3
－
5
0
童
6

「
…
…
…
ー
ー
…
ー
…
ー
…
…
　
　
　
…
」

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
．

▼
期
礒
　
鷲
月
4
旧
・
厳
翅
（
土
）

▼
時
間
　
午
繭
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
ハ
都
合
の
良
い
時
間
に
お
出

　
　
　
　
で
く
だ
さ
い
、
）

▼
場
断
　
窟
然
休
養
セ
ン
タ
…

▼
参
糠
費
　
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
．

▼
持
ち
物
　
縫
製
用
興

▼
講
師
　
浜
川
せ
つ
さ
ん
（
松
代

　
　
　
　
町
）

　
鶏
月
は
ニ
コ
ニ
コ
教
撫
は
サ
ン
タ

さ
ん
が
や
っ
て
く
る
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
大
会

▼
期
漏
　
捻
月
8
臼
く
水
）

▽
時
問
　
午
繭
9
時
～

▼
場
飯
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
布
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
幅

薄

沈まぬ太鵬（王〉～（4）　　　　　由嫡　豊子

女人源民勃語（上）・（下〉　　　瀬芦内寂聴

欝語隅断　　　　　　　　　ホーキング鳶山

ひとりという毒癌　　　　　　　坂口三千代

クラッシュ　　　楡周平
紫の人殺人事艀　　　　　　　　内韻　康夫

優柔不漸衛　　　　　　　　　　赤瀬規漂平

ハルモニア　　　　　　　　　　篠醗　籔子

学校崩壊　　　　　　　　　　　　濁上　亮…・

ことわざ棄洋鷹学　　　　　　　　由本　徳子

顔　　　　　　　　　シドニィ・シェルダン

ガーランドの瞳　　　　　　　　郡罰ななえ

草漂の椅子（上）・（下）　　　　　窯レ奉　　輝

ひまわりの森　　　　　　トリィ・ヘイデン

罰ればなし　　　　　　　　　　堂本志津子

糖廉病のための食事療法　　　　　井壇　摩子

その弛澱羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

30

　
郡
内
の
男
ヂ
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
愛
好

蕎
に
よ
る
郡
の
ナ
ン
バ
…
ワ
ン
決
建

戦
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
｛
し

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

「
」
κ

入った公民館園書

　
中
学
生
が
9
頃
考
え
て
い
る
意
晃
を
発
裟
す
る
場
で
あ
る
「
新
潟
県
少
隼
の
主
張

大
会
・
わ
た
し
の
主
張
9
9
篇
東
頸
城
地
区
大
会
が
先
頃
闇
催
さ
れ
、
松
之
山
中
学
校

か
ら
代
表
で
高
橋
佳
子
さ
ん
と
相
灘
空
晃
子
さ
ん
が
発
蓑
し
、
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
繍
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
．
偏
近
勝
の
小
鉾
t
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
．
父
わ
す
朝
の
挨
拶
で
す
。
恥

ず
か
し
い
け
れ
ど
、
と
て
も
気
持
ち
の
裏
い
も

の
で
す
。

　
私
の
傭
む
松
之
山
驚
は
入
欝
わ
ず
か
．
チ
入

ち
ょ
っ
と
の
小
さ
な
時
で
す
．
こ
の
町
は
稲
作

が
盛
ん
で
秋
に
は
と
て
も
美
昧
し
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
収
穫
で
き
ま
す
。
春
に
な
る
と
欝
繊
が
あ

ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ

イ
な
ど
た
く
さ
ん
の
山
菜
が
収
穫
で
き
、
夏
に

な
る
と
町
の
鳥
で
あ
る
赤
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声
が

林
の
中
か
ら
聞
こ
え
、
冬
に
な
る
と
簾
が
黛

メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
る
、
な
ど
と
て
も
自
然
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鰯
塞
の
私
湯
に

も
指
建
さ
れ
て
い
る
温
泉
が
あ
り
、
と
て
も
安

ら
げ
る
駈
で
も
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
松
之
慮
町
が
自
慢
で
き
る
と
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も

私
は
、
地
域
の
方
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が
特
に

好
き
で
す
。

　
私
の
家
の
近
く
に
は
、
数
人
の
小
学
焦
が
い

ま
す
。
私
た
ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
、

よ
く
家
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
多
■
い
の

で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
私
に

　「

ね
え
、
箆
て
て
。
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
。
恥
と
か

讐
学
校
で
こ
ん
な
峯
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
．
漏

な
ど
識
し
か
け
て
き
て
き
て
く
れ
ま
す
・
、
歳
は

た
く
さ
ん
離
れ
て
い
て
も
、
気
軽
に
話
し
か
け

て
く
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
も
の
で
す
。

そ
れ
に
、
彼
ら
と
話
し
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
郵

を
教
わ
り
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
そ
し

て
、
榊
緒
に
な
）
て
話
し
て
い
る
と
籔
心
に
緩

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
ま
た
、
逆
に
彼
ら
に
と
っ

淑
わ
た
し
の
主
張
9
9

だ
っ
た
の
が
、
少
し
ず
つ
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
．
私
は
大
人
の
人
、
地
域
の
方
と

懸
す
こ
と
に
よ
っ
て
霞
分
が
少
し
大
人
っ
ぼ
く

思
え
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
が
漏
分
へ
の
自
信
へ

と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
今
ま
で
、
私
が
松
之
撫
に
住
ん
で
い
て
考
え

る
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、
　
一
方
で
は
松
之
撫
町
が
抱
え
て
い
る

問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
松
之
山
町
の
入
欝
は

．
で
人
ち
ょ
っ
と
で
す
．
巖
も
人
鶏
が
多
か
っ

た
昭
秘
．
牽
年
の
、
だ
人
に
比
べ
る
と
わ
ず
か

　
　
、
分
の
、
穣
に
な
つ
て
し
　
　
ま
い
ま
し

　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

「
私
の
故
郷
松
之
山
」

松
之
凶
中
3
年
齋
醐
橋
佳
子

て
も
私
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
糞
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
．

　
小
学
盤
く
ら
い
の
う
ち
は
、
学
校
で
栄
ぶ
の

も
大
切
で
す
が
、
岡
級
盤
や
下
級
生
、
ま
た
年

上
の
友
達
と
遊
ん
で
学
ぶ
の
も
さ
ら
に
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
磨
供
岡
士
が
仲
畏
く
し
て
い
る
と
、

そ
の
親
の
人
達
と
も
親
し
く
な
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
自
分
達
が
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て

、
、
鷺
騨
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
で

る
う
ち
に
お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
簿
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
．
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
は
道
で
あ
っ
て
も
挨
拶
を
交
わ
す
程
度

ん
で
い
る
の
で
す
。

よ
う
に
、

た
。
こ
の
こ
と
カ
ら
　
遍

錬
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
特
に
こ

の
松
之
由
時
は
過
錬
地
辮

と
し
て
上
位
に
は
い
る
だ

け
で
な
く
、
腐
齢
化
も
進

そ
の
事
を
線
徴
す
る
か
の

　
　
　
　
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
撫
町
の
嵩
齢
化
、
肇
（
バ
十
鷺
歳
以
上
の

お
薙
寄
り
の
割
金
）
を
調
べ
た
結
果
、
お
よ
そ

黛
十
八
％
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
新
潟
県
全
体
の
蕎
齢
化
率
は
お
よ
そ
十

九
％
な
の
で
す
が
、
そ
れ
と
此
べ
る
と
松
之
由

町
㊤
．
一
↑
八
驚
と
い
う
の
は
と
て
も
大
き
な
数

掌
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
農
薬
に
精
を
出

し
て
い
て
ま
だ
ま
だ
元
気
な
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
寝
た
き
り
の
方
、
介
護
が
必
要
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
、

　
私
の
祖
父
は
、
体
調
を
崩
し
長
い
聞
入
院
し

ま
し
た
．
退
院
し
て
か
ら
は
体
力
が
落
ち
た
り
、

酸
素
吸
入
雛
を
つ
け
た
り
し
て
楽
に
行
動
で
き

な
く
な
り
、
鑑
濡
す
る
う
え
で
不
自
磁
と
な
る

と
こ
ろ
が
患
て
き
ま
し
た
。
繍
父
た
ち
は
私
た

ち
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な
い
の
で
綴
母
が
癒

謡
を
し
て
い
ま
す
．
祖
母
も
そ
ん
な
に
体
が
丈

夫
で
な
い
の
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
限
度
が
あ
る
た
め
、
だ

い
た
い
の
こ
と
を
樵
緑
が
や
っ
て
い
ま
す
．

　
た
ま
に
私
は
樵
母
が
「
あ
ま
り
人
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
．
扁
と
　
．
っ
て
い
る
こ
と
を
舞
に

し
ま
す
．
や
は
り
、
飽
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

で
介
護
で
き
れ
ば
良
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
そ
こ
で
私
は
思
い
ま
し
た
．
こ
の
松
之
由
町

の
理
状
を
考
え
蕎
齢
潔
が
気
軽
に
利
絹
で
き
る

施
設
を
遣
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
今
で

も
、
少
し
ず
つ
出
来
て
い
ま
す
が
年
齢
翻
限
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
で
す
が
、
だ
れ
で

も
気
軽
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
話
を

し
た
り
す
る
よ
う
な
施
設
を
造
れ
ば
鋳
報
交
換

の
場
と
な
）
た
り
、
ま
た
介
護
の
息
叛
き
が
串

来
た
り
し
、
喪
い
と
思
い
ま
す
、
そ
し
て
、
ど

ん
な
に
辛
く
て
も
自
分
融
人
で
は
な
い
と
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
．

　
ま
だ
ま
だ
諜
題
が
多
い
で
す
が
、
松
之
山
町

が
持
っ
て
い
る
良
い
と
こ
ろ
、
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
を
禽
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
浩
無
の
あ
る
町

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
た
ち
の
故
郷
な
の

だ
か
ら
．

”



I
o
o
o
o
㊤
ー

申
請
書
の
受
付
を
開
始

　
來
年
4
月
よ
り
醐
始
さ
れ
ま
す
介

護
保
険
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
・
新
醐

等
で
纏
欝
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
保
験
料
の
闘
題
は
と
も
か

く
、
綱
度
霞
体
は
問
違
い
な
く
震
施

さ
れ
る
兇
込
み
で
す
、

　
松
之
由
欝
で
は
来
年
4
月
の
実
施

に
両
け
て
、
紛
月
三
鷺
よ
り
認
驚
審

奮
の
礁
講
書
の
受
付
を
醐
始
し
て
お

り
ま
す
。
介
護
保
険
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
串
講

諜
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
．

　
町
で
は
現
在
い
ろ
い
ろ
な
編
祇

サ
ー
ボ
ス
（
ヘ
ル
バ
…
や
デ
イ
サ
…

ビ
ス
・
シ
難
ー
ト
ス
テ
イ
等
）
を
利

駕
し
て
い
る
方
た
ち
を
中
心
に
自
宅

を
訪
闘
し
、
介
護
保
験
の
鋭
明
と
辮

講
・
調
糞
を
蒼
っ
て
い
ま
す
．
み
な

さ
ん
の
中
で
介
護
保
険
に
該
灘
す
る

と
思
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
串
請
に
お
い
で

く
だ
さ
い
．
本
人
が
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
家
族
ま
た
は
代
理
人
の
方
で

も
結
構
で
す
。

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
疑
問
や
相
談
、

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
保
健
セ
ン
タ

に
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
渓
盗
畿

さ
ん
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
購
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と
一
カ
月
以
内
に
保
健

、
萎
髪
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薦
鶏
嚢
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　　　5

饗介鍍駿定の籐黙こ
不臓が範る曝魯は、介

還爆験欝簸繋に不耀
串し1立て簑サるこ之が

ぞ壼獣ず。

舞
攣　サ

妻2

申請からサービスの利用まで

零講，　轍醗要1鵜膿囎、本人像族が鯛騰

欝購難灘叢鐙
麟

依頼で蘇す．畷敵勢たっては1織譲が必要でず．

寒㈱灘箪磁肇報中1おs緻汰鉱筋鱗1こ鋪し欝、

卿榊酬騰

棚の職舞や繍鵬（ケ
訪閣調簸 アマネジャー｝が訪観し、心身縁

の状蝶篭醐管駁り綱遷し蜜ず．
かかりつけ底の

畢
覇燭鱒黛の総粟遊識ンピューク

一次調定 に入力し．介誕に麟要な鋳聡（要

懸輸
『
『
』
　
　

一謝轡緻し竃す、 奎

介灘擬藩竃会

倉譲鑑醸鷹繭麟鵜醸垂鵬譲腰繊廟
蹴轍賜．　．．轡

二次遡建

瀞

婦
か
ヘ
ル
パ
…
が
自
電
に
訪
闘
し
、

舞
体
や
精
神
の
状
態
を
緬
項
欝
に
わ

た
っ
て
詳
し
く
調
変
し
ま
す
。
そ
れ

と
岡
聴
に
か
か
り
つ
け
総
（
診
療
勝
・

飽
の
病
院
の
籔
鎌
）
よ
り
慧
晃
書
ハ
診

断
書
）
を
灘
い
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
調
糞
輿
が
調
奮
し
た
項
目
を
コ
ン

ピ
ュ
…
タ
に
よ
り
審
嶽
判
驚
し
ま
す
。

こ
れ
は
「
一
次
判
建
恥
と
い
わ
れ
、

全
麟
的
に
公
平
な
認
建
を
行
う
た
め

要
介
護
（
支
援
）
認
定

樽
人
さ
れ
た
も
の
で
す
．

　
こ
の
一
次
籾
建
の
結
築
を
受
け
て

今
度
は
医
療
・
瀬
搬
・
保
険
の
業
務

に
携
わ
っ
て
い
る
方
た
ち
5
入
に
よ

る
認
驚
審
奮
会
に
お
い
て
も
う
一
慶

審
奮
さ
れ
激
す
。
（
隠
次
判
定
）

　
機
会
に
よ
る
判
定
だ
け
で
な
く
、

人
の
目
を
通
す
こ
と
で
よ
り
翫
確
な

審
盗
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

護
4

．
介
　
3

鷺

2達
要支援立自

、
穐

　　　　　　　　　　　　　　　ケアプランの修成

讐鑛躍雛叢難．
1こよって介護擦験サービス

を選ぷことがで懸凱識　1　　屠薯

難羅難曳、慧轟

　
こ
う
し
て
串
請
さ
れ
た
方
の
介
護

度
が
決
定
さ
れ
ま
す
．
判
建
は
目
、
猛
・

要
支
援
・
介
護
度
玉
㌻
5
と
い
う
7

段
階
で
出
さ
れ
、
驚
管
．
を
除
い
て
残

り
は
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
度
に
応
じ
た

サ
；
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

信Nプラン

ステキ発見・喜びの表彰式

小林里麟プラン推進協議会翻会長〈津南跡〉から

ステキ大賞の表彰を受ける高橋賢治さん

　最後に、地元審萱委貴長を務めていただいた十鷺町蜜の

佐聾良吉さんから、審査貴のコメントを倉めて講評があり、

ギステキマップにまとめられるのが楽しみ」という書葉を

いただきました．

　巡腰展は、難月には東京1、捻月には新潟溝（累庁・ふる

さと桝など〉、捻月以降に蟻地域内で順次囎催します。ま

た、ステキマップは、来年3月に刊行されます。

　越後妻脊ステキ発見表彰式が10月雄日、十9驚市のクロ

ス鐙で鯛催され、受賞者を始め250入が患席しました．

　会場には、地域のみなさんから提供いただいたコシヒカ

リや地灌、火焔土羅のレプリカなどの賞最が並び、三〇〇点

の入賞・入選作贔が展示された蘂やかな中、ステキ発見大

賞の蕎橋賢治さん（津南町）には、賞状と大地の芸衛祭で

の欄展醐催の目録、翻賞として商最券20万円と無農薬膚機

栽培コシヒカリ90麹琶が婚られ、そのあと次々に各賞受賞書

が蓑彰されました。続いて、入選壱…人ひとりに露肌米6

kgが手渡され、会場にお患でいただいた賞贔握盤書の方々

から直接希望簡品が送られました。

お聞騨合せ

牽鐵晦地域広域事務維奮

　　企瀟振興諜

驚E数《葦257－57－263簗

薮《X｛｝257－57－2285

鑛

十段町市長賞　八海践銭こ繋斉多ヂ磯かき

馬」を探せi遠藤八十一さん・十田町市

中豊繕長賞　スノーキャンビル

　　　　　　　　　桜鉾大士さん・長岡布
審査葵賞く中塚大輔〉三人そろってヘンシン

　　　　　　　　　高橋皐苗さん・羨崩町

審査貴賞（大岡糞）ちんころ撫にて

　　　　　　　　津野文夫さん・翻潟毒
審査艮賞（翼野饗子）お婆さんとの出会い

　　　　　　　　久保鐙真一さん・長野帯
おらが賞　後雛に残したい出ヤケ緬ユニ

　　　　　庭野豊さん・十臼購窺

霊3
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お知らせ滋

松之9、違町役場　倣6－3欝1

軽
自
動
車
税

　
　
　
申
告
に
つ
い
て

　
軽
自
動
牽
税
は
、
4
月
1
濤
境
在

の
所
有
蓄
に
繰
税
さ
れ
ま
す
。
次
の

場
合
は
役
場
税
務
係
に
串
欝
し
て
く

だ
さ
い
、

①
役
場
で
ナ
ン
バ
…
を
交
醤
し
た
バ

　
イ
ク
や
農
耕
窺
等
を
売
っ
た
り
買

　
っ
た
り
し
た
と
き
、
必
ず
所
窟
灘

　
変
更
の
夢
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
役
場
で
ナ
ン
バ
ー
を
交
付
し
た
バ

　
イ
ク
や
農
耕
蔑
等
が
霞
く
な
っ
た

　
り
、
使
わ
な
く
な
っ
た
と
き
、
ナ

　
ン
バ
ー
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
．

　
返
劫
し
な
い
と
軽
自
動
簾
税
が
い

　
つ
ま
で
も
謙
税
さ
れ
ま
す
働

お
悶
い
合
わ
せ

　
町
総
務
諜
税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
饗
6
－
3
i
3
i

■捜

藩
を

　
敲
近
の
犯
罪
は
、
暴
力
鐡
や
来
欝

外
麟
人
に
よ
る
組
織
犯
罪
、
薬
物
犯

罪
、
金
融
機
関
等
に
対
す
る
強
盗
事

件
が
多
発
す
る
な
ど
、
凶
悪
化
、
組

織
化
、
広
域
化
、
園
際
化
が
進
ん
で

い
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
醗
民
の
み
な
さ
ん
に
、

次
の
、
灘
に
涯
激
し
て
犯
罪
捜
糞
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
．

①
指
名
手
醗
容
疑
煮
に
よ
く
似
た
人

　
を
見
か
け
た
ら
通
報
を

②
「
箏
件
か
な
扁
と
思
っ
た
ら
迷
わ

　
ず
ー
ユ
0
番
を

③
犯
罪
に
つ
い
て
知
）
て
い
る
こ
と

　
は
積
極
的
に
通
報
を

④
聞
き
込
み
捜
蕊
に
ご
協
力
を

⑤
被
鍵
に
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
煽
け

出
を
麦
塚
警
察
署

　
　
　
　
費
2
－
0
王
王
0

十
日
町
情
報
館
オ
ー
プ
ン

ほ
く
ほ
く
線
沿
線

大
正
琴
演
奏
会

　
ふ
る
さ
と
会
館
で
大
琉
琴
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
．

臼
時
　
n
月
勝
鶏
（
鷺
〉

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

会
場
　
松
代
町
ふ
る
さ
と
会
館
2
階

　
　
　
常
春
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料

主
篠
　
大
蕉
琴
を
楽
し
む
会

　
（
代
表
　
松
代
町
　
松
山
雛
掌
）

参
癩
流
派

　
新
堀
芸
衛
学
院
教
窯
　
ヤ
マ
ハ
流

　
木
村
漉
　
中
之
勧
流
　
琴
伝
流

　
　
　
　
　
姦
地
J
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に適稽されます。この機会に、巖低賃金
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る
。

③
契
約
審
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。

◆
点
検
を
承
諾
す
る
蔚
に
必
ず
契
約

業
書
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
正
な
点
験
や
商
額
講
求
を
す
る

点
検
青
が
、
屠
蔭
っ
た
り
、
脅
迫
的

な
露
動
に
患
た
と
き
は
、
近
く
の
警

講、騰、

琴鞭繋
儀懸誉辞、
　　・遡。ら　　1”し

継卿／ソ骸

！

擁

　
ウ

σ

　
9

　
　
　
謙
璽
薄
蟹

バ
ス
讐
欝

轡
轡や

縣

’
　
繕
力
　
多

察
署
、
滴
防
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。お
問
い
合
わ
せ

牽
β
町
地
域
濾
防
本
部
予
防
繰

　
費
0
2
5
7
－
5
7
－
i
5
5
7

放
送
大
学

　
　
　
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
授
業
を
行
う
獅
し
い
タ
イ
プ

の
疋
規
の
通
儒
綱
大
学
で
す
。
昨
葎

i
月
か
ら
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
T
V
で
全

麟
放
送
を
闘
始
し
た
の
で
、
自
宅
で

も
挽
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
び
た
い
．
そ
れ
が
入
学
資
格
で
す
。

あ
な
た
も
学
盤
に
な
っ
て
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
．

　
放
送
授
業
（
テ
レ
ビ
2
0
5
c
h
、

ラ
ジ
オ
5
0
0
c
わ
）
は
無
料
放
送

で
す
の
で
、
挽
聴
契
約
や
受
信
料
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

　
捻
月
垢
β
～
2
月
蔦
鑓

募
集
学
生
・
掌
費

　
全
科
履
修
生
（
入
学
金
）

　
　
　
　
　
　
　
王
8
、
0
0
0
糧

　
選
科
履
修
懲
（
入
学
金
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
6
、
0
0
0
円

　
科
饅
履
修
盗
（
入
学
金
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
0
0
0
円

　
授
業
料
　
1
科
目
（
2
単
位
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
9
、
0
0
0
円

多
様
な
科
目

　
外
國
語
、
心
理
学
、
健
康
科
学
な

　
ど
輻
広
い
分
野
の
約
3
0
0
秘
臼

　
で
構
成

お
闘
い
合
わ
せ

　
新
潟
学
翌
セ
ン
タ
…

　
質
0
2
5
－
2
2
8
－
2
6
5
蓬

労
働
問
題
の

　
　
　
無
料
相
談

　
解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
醐
等
を
始

め
と
す
る
労
働
条
件
に
関
し
て
、
専

轡
家
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
帰
り
や
烹
曜
沼
に
も
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
時
聞

　
平
　
鷺
　
午
後
2
時
～
午
後
8
時

　
烹
曜
研
　
午
後
王
時
～
午
後
6
購

相
談
先

　
薪
潟
労
働
条
纏
相
談
セ
ン
タ
ー

　
倣
0
1
2
0
－
7
8
3
－
4
0
4

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
町
紙
会
褐
祇
協
議
会
に
ご
窃
付
が

あ
り
ま
し
た
。
町
の
往
宅
橿
祉
の
陶

上
の
た
め
に
瀬
絹
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

　
佐
藤
民
雄
様

　
　
　
　
王
0
0
、
　
O
G
O
響

歪5



謬厳米職δ・1慧
纈鯛鰭鶴齢繊嫡纐一概．、
　　蒙つのやま

松之出晦役場電誘番弩～覧

総務諜02559－6－3ま31　（イ蒸表〉

繍納室　　　6一綴雛

産業諜　　　6一綴32

振興諜　　蘇31騒

建設課　　　　6一叙35

水道萎疑　　　　　　6－2注窃2

議会事務燭　　6－2三怠2

保健癒ン外一鍵37蕊

広報

璽

発蒼欝ノ／軍成H鶏芝2月王o費　纈集・発行／松之出町役場総務謙

亨胴2一纏92薪潟県棄頚城部松之磁町大子嶽之鶏撒2遭学班。02559・一6一・313玉

鱗肇灘

再餐紙を使溺しています

鮮AXO2559・・嚇…35蔦

かわいい

　子供たちが
いっしょうけんめいに

盤題盛

矯　
　
箋

、轟濫

　三！月爲蕪iに松之ll．1公

会堂おいて松之i．！韮保湾断

のお遊戯会が背われまし

た。オープニングには園

兜金鰻による太鼓演奏1

「勇駒」カ・ら娘まり、i麹

箆たちのかわいい歌や踊

り、働などカ｛お餐：まで続

きました。お父さんお母

さんたちはそれぞれビデ

オやカメラで自分の子ど

もを撮影しようと必死の

ようでした。

〈お遊戯会松之出保禽駈〉

懸聯議灘轍灘撒

1鶴灘購

圃圏回團
おめでた〈出鱒

円香ちゃん　　橿療　賢・三代子さん

　　　　　　　小　谷（上干場〉
なおき

尚樹ちゃん　　樋口　正・三農さん

　　　　　　　湯之島（林　）

おくやみ（死亡）

滝澤敵三さん89歳湯　山〈三漂屋1〉

佐藤リヨさん　90歳　中立由（満　〉

＊鐙月玉欝から鎗月戯目までの届韻分です、

＊広報に載せてほしくない方は、属餓の時

に窓臼にお話ください．

⑳◎勧㊧
　　　　　　10月3珊環覆
総人口　3，278人（一3〉

　男　　1，ξ387人　（一4）

　女王，6窃入（＋エ〉

灘帯数　王，129戸（座3〉

　　（〉内は箭月との比較

町民憲章，脚5，驚，胴定

わたしたちは松之宙町民です．郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう．

時民の合灘葉

　1、美も．い緑と鱈の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
　三、ブナの構が触れ奮うように

　　　　　　連俸の心をもとう
　！、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　劇造のカを腐めよう

12月

温泉定休日

鼠

え・うちのおかあさん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

｝
…
…
…
　

欝

嚢
難
嚢
箋

ノ
　
雛

◇裕月の出来事

玉欝　町営住宅湯蕪癒罰地竣工

　　式
欝段　湯鳥駅伝大会

　　　グリンリース稿刈り

おみようすけくん

　黒倉く中屋敷）

お母さんのからだが好きです。讐に

顔がかわいい。洋脹のボタンと拳と是

の指が喪くできました．

ふくはらめぐみちゃん

　　松q（保麗〉

お母さんは本を読んでくれるので好

きです、洋綴の色が喪くできました．

ご飯を作るときはお手伝いをします．

24黛　農業祭・芸能祭

◇鴛月爲沼～雛月鐙田の予定

2珪ヨ災総資料館闘館

　
こ
の
黒
驚
ほ
ど
紅
葉
が
遅
く
な
り

彩
り
も
鮮
や
か
で
な
く
な
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
も
温
暖
化
の
影

響
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
う
ち
露
も
降

ら
な
く
な
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
南
極
の
氷
が
溶
け
だ
し
、
沖

縄
県
の
大
き
さ
も
あ
る
氷
が
海
を

漂
っ
て
い
る
そ
う
で
す
．
私
た
ち
が

毒
え
て
い
る
以
上
に
、
聚
境
問
題
は

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
海
の
水
位

が
一
メ
…
ト
ル
堰
す
と
緻
界
の
主
要

都
南
は
水
没
す
る
と
露
わ
れ
て
い
茨

す
。
そ
の
事
が
環
実
に
な
る
よ
う
な

認
で
す
。
自
然
を
大
切
に
す
る
時
代

が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

謬
9
詑
よ
り

36

I
O
①
⑩
1


